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「第16回定時総会」を開催

平成24年6月4日（月）、全特協は東京
都千代田区の「パレスホテル東京」にお
いて、第16回定時総会を開催した。
正会員46社（委任状提出正会員数182
社）の出席を得た会場では、以下の各
議案が審議され、原案どおり満場一致
で承認された。

第1号議案　平成23年度事業報告書（案）
及び平成23年度収支決算書（案）並びに
監査報告書の件
第2号議案　平成24年度事業計画書（案）
及び平成24年度収支予算書（案）の件
第3号議案　一般社団法人への移行認
可申請に伴う定款変更（案）の件
第4号議案　一般社団法人への移行認
可申請に伴う公益目的支出計画（案）の
件
第5号議案　役員一部選任・退任の件
第6号議案　新理事・新監事選任（案）
の件
第7号議案　常勤理事の報酬（案）の件

役員人事では、桐山
哲夫氏（山陽特殊製鋼・
専務取締役東京支社
長）、熊谷多津旺氏（ク
マガイ特殊鋼・代表取
締役）、根来龍之氏（早
稲田大学ビジネスス
クール教授）、増川光
一氏（東部金属熱処理
工業組合・事務局長）
の4理事が退任され、
古瀬司氏（日本高周波鋼業・常務取締
役）、鈴木健司氏（東部金属熱処理工業
組合・事務局長）、冨永真市氏（山陽特
殊製鋼・常務取締役東京副支社長）、
櫨巳芳氏（辰巳屋興業・取締役社長）の
4名が新理事に選任された。
総会終了後は懇親会を開催。来賓の
塩田康一氏（経済産業省製造産業局鉄
鋼課長）が祝辞を寄せられ、再任され
た竹内誠二会長（竹内ハガネ商行・代
表取締役社長）以下、協会役員が今期

協会事業について抱負を述べた（詳細
次ページ）。

竹内会長以下、前期執行部を再任。定款変更、公益目的支出計画など
一般社団法人への移行に伴う各議案を承認。

今回理事を退任された熊谷多津旺氏には多年にわたる協会
へのご尽力に敬意を表し感謝状を贈呈した。

総会に先立ち、東日本大震災直後の事業年度であった昨年度、一部変更はあったもの
の滞りなく事業運営できたことを報告。会員への感謝の意を表した竹内会長。
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樋口克彦　副会長あいさつ 佐久間貞介　副会長あいさつ

ご来賓あいさつ　経済産業省製造産業局鉄鋼課長　塩田康一様
節電等に協力いただきながら難局を乗り切って
最近の鉄鋼業界の状況は公共投資やエコカー補助金等の効果で、ゆるやかな回復基調にあるようです。

ただ、復興需要はタイムラグもあるので需要回復を実感するには、もう少し時間がかかるかも知れません
が、今後に期待しております。
今後の電力需給問題がみなさんの一番気がかりかと思いますが、なるべく計画停電などは行わないよう、

皆様方の協力を得ながらやっていきたいと思います。鉄鋼業界全体では節電はもちろん供給面の両方でご
協力をいただいており、感謝申し上げますとともに引き続きご協力をお願いする次第です。業界を取り巻
く状況は厳しいですが、日本の鉄鋼業界はメーカー・流通・販売・加工業界という全体のサプライチェー
ンの力をもって、この難局を乗り切っていただきたいと思います。政府としてもできる限りの支援を継続
していきますので、ご要望等ございましたらお寄せください。

（社）全日本特殊鋼流通協会　会長　竹内誠二
初心に帰り、謙虚な気持ちで出直したい
第16回定時総会で報告させていただいた一般社団法人化への移行認可申請については、当協会の喫緊の

課題としてご承認をいただきましたので、今後、速やかに内閣府に申請する予定です。世阿弥の『花鑑』に
『初心忘れるべからず』という言葉があります。その意味は、能楽師の観世栄夫氏の言を借りると「自分の
未熟を自覚しなければ進歩どころか退歩してしまう」という、残酷で厳しい言葉です。原点に戻り、リセッ
トするという安易なものではなく、厳しい修行の中から出た
奥深い言葉です。本当の意味で初心に帰り、謙虚な気持ちで
出直したいと思います。
おかげさまで、先日の特殊鋼販売加工技士実務編の認定式

で新たに83名の有資格者が誕生しました。基礎編および実務編の本資格と特殊鋼販売技士
制度の有資格者を合わせると1万8518名を数えます。この人たちが特殊鋼流通の中核とな
り、リーダーとして活躍してくれることを期待しています。会員の退会や特殊鋼販売技士
制度の改革に伴う減収など、財務面は厳しい状況でご不便をおかけしますが、適切かつ有
効な事業推進のためご協力をお願いします。

この1年が全特協の 
地固めの年に
これまで特殊鋼は、鉄鋼業界の中
では韓国や中国などの新興国からの
追い上げに一番遠いところにいると
思っておりましたが、最近では有力
日系企業の現地調達などに変化が起
きています。日本の特殊鋼はどんな
ことをして生き残っていくのかを考えざるを得ません。それは、
徹底的な価格競争なのか、あるいはどこにも負けないような品
質や基準を追求、特殊鋼の応用や加工を進化させていくのか。
そうした中で全特協の存在意義をどこに求めていくかというの
が、これからの課題と感じています。一般社団法人になるまで
の1年間は、その地固めの年であり、メーカーや商社という賛
助会員の声もいただきながら、将来の特殊鋼業界のあるべき姿
を見いだしていきたいと思います。

なくてはならない存在価値
を発揮する団体に
本日から『竹内丸』が3度目の出航を

します。今回が一番大変な船出だと思
います。会員、賛助会員の皆様方が大
変な変革を強いられている環境の中、
全特協はどのように変化し、あるべき
姿はなにか、ということを皆様方と相

談させていただくことになると思います。いずれにしても、特
殊鋼流通業の将来を担う若手のためにも会員企業にとっても、
全特協を不可欠な存在にしなければならないと思っています。
会員の皆様全員から少しずつでもお力をいただければ、どんな
難局も乗り越えていけると考えています。どうか、今後ともご
支援のほどよろしくお願い申し上げます。

懇親会あいさつ
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次の議題を審議、承認した。
①平成23年度事業報告書（案）・収支決算書（案）
②平成24年度事業計画書（案）・収支予算書（案）
③東京支部役員選任（案）

副支部長兼総務部会長に鬼頭弘氏（取締役統括部長）、総務部会担当委員に高橋剤豊氏
（マクシスコーポレーション・代表取締役社長）、人材育成部会副部会長に北信一氏（大
洋商事・常務取締役）、広報部会担当委員に五箇一善氏（ゴカ・取締役社長）、調査研究部会副部会
長に田嶋直氏（鐵鋼社・代表取締役社長）が新任された。
総会終了後の懇談会で湊義明支部長（野村鋼機・代表取締役社長）は「昨年は震災の影響でスタート
から変更を余儀なくされた支部事業だったが、今年は賛助会員との交流会も予定通り開催。工場見
学会のほか海外研修も検討に上がっている。より充実した運営のため、事務局および各部会長まで、
ご要望をお寄せいただきたい」と呼びかけた。
続いてあいさつに立った竹内会長は「歴史的な円高で製造業の空洞化に拍車がかかり、輸入鋼材も
増えている。特殊鋼流通にとって非常に厳しい状況だが、石油価格の下落やアメリカ経済の底打ち
などいい材料も出てきている。アメリカ経済の好転でドル高になり、円高基調の潮目も変ってくれ
れば日本の製造業も強くなるのでは」と今後に期待を寄せた。
乾杯発声では三上顧問が「大変厳しい経済環境だが会長、支部長、役員の皆様方にがんばっていただき、会員のため有意義な事業を行っていただき
たい」とエールを送り、和やかな雰囲気で行われた懇親会は宮地人材育成部会長の景気のよい三本締めで中締めとなった。

次の議題を審議、承認した。
①平成23年度事業報告書（案）・収支決算書（案）
②平成24年度事業計画書（案）・収支予算書（案）
③名古屋支部役員選任（案）

佐橋健一郎総務部会長の司会で開催した第16回名古屋支部定時総会は、熊谷多津旺
支部長のあいさつに続き議事に入り、各議題の報告と審議が行われ承認を受けた。
その後、役員改選が行われ、新支部長に櫨巳芳氏（辰巳屋興業・取締役社長）を、新
副支部長には杉本啓介氏（杉本ハガネ・代表取締役）、川北誠氏（川北特殊鋼・代表
取締役）を選出。
櫨新支部長は「歴代支部長のこれまでの人づくりや思いを感じる。それを継承しな
がらお互いに支え合って運営ができるような組織にしたい。今回は若い副支部長も
誕生したが、各副支部長は『次は自分が支部長に』と思って協力をお願したい。皆さ
んの力を借りないとうまく運営できないので、業界のため協力して欲しい」とあい
さつ。総会後は台風の接近もあり映画上映の予定を中止し、懇親会を開催した。

支部だより

東京支部　開催日時：6月27日（水）　開催場所：東京銀行協会「銀行倶楽部」	 出席者：68社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
①平成23年度事業報告（案）・収支決算（案）
②大阪支部役員改選（案）
③平成24年度事業計画（案）・収支予算（案）

総会終了後の懇親会で福原實晴支部長（南海鋼材・代表取締役社長）は、
「任意団体の大阪ステンレス流通協会は定時総会に113社中90社の出席
がありました。出席率の違いは社団法人のわれわれとしては大きな反
省点。『誰のため・何のため』の全特協かを考え、原点に立ち返る時期」
と訴えた。来賓代表の栄山博之氏（山陽特殊製鋼・取締役大阪支店長）
から「日本の特殊鋼は高い品質と研究開発力で優位性を確保し、まだ
まだ闘える。流通も世界一」と祝辞をちょうだいした後は、樋口克彦・
全特協副会長が「団体の生き残りのため、みんなで知恵を出し合おう」
とあいさつして乾杯。佐々木洋運営委員の一本締めで散会となった。

大阪支部　開催日時：6月20日（水）　開催場所：ヒルトン大阪	 出席者：95社（委任状含む）

名古屋支部　開催日時：6月19日（火）　開催場所：レセプションハウス名古屋逓信会館	 出席者：83社（委任状含む）

支部総会開催
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次の議題を審議、承認した。
①平成23年度事業報告・平成23年度会計報告
②平成24年度事業計画（案）・平成24年度予算（案）
③東北支部役員改選

「震災後自粛傾向ではありましたが、今回東北支部の総会を迎えられた
ことを嬉しく思っております。皆様と共に、今日の総会、懇親会と、情
報交換の場として、有益な時間を過ごして参りたいと思いますので、よ
ろしくお願いします。」との横山支部長のあいさつの後に総会に進んだ。
全会一致で決議がなされ、森高臣新支部長（関東鋼鉄・代表取締役社長）
の「復興の兆しが見えてきた東北ですが、まだまだ厳しい状況が続いて
います。東北支部の役員も若返り、今までいなかった若い意見も取り込
んで、他の支部との連携を取って、これから盛り上げて行きたいと思い
ます。』とのあいさつ後、菊田副支部長により閉会した。

次の議題を審議、承認した。
①平成23年度活動報告・平成23年度決算報告
②平成24年度活動計画・平成24年度予算審議
③九州支部役員人事（案）

岡田支部長の議事進行で各議案が満場一致で
決議された。
懇談会では、新支部長・吉永博氏（特殊鋼機・
代表取締役社長）が「相互協力の元、九州支部
を盛り上げていきましょう」とあいさつ、続
いて大同特殊鋼福岡営業所・牧戸武彦所長の
乾杯のあいさつで会は進み、懇親を深めた。

東北支部　開催日時：6月28日（木）　開催場所：新鉛温泉・愛隣館	 出席者：25社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
①平成23年度事業報告・平成23年度会計報告
②平成24年度事業計画（案）・平成24年度予算（案）
③北関東支部役員改選

宮内保支部長、および桑原克己全特協専務理事のあいさつの後、総会では各議案が満場一致で決議さ
れた。役員改選では副支部長の長谷川弘和氏（長谷川ハガネ店・代表取締役社長）を新支部長に選出。
長谷川新支部長は、「全特協の各支部の中で、おそらく一番若い支部長となり恐縮している。次世代
への継承、これからの若い人たちへ向けた魅力的な支部運営を念頭に置きながら、歴代支部長、役員
の方々、会員諸兄の皆様方の助けがあっての支部でもある。ベテランから若手までつなぐのが支部長
の役割と肝に銘じ、より多くの方に参加していただける運営を心がけたい」とあいさつ。総会閉会後
は研修会として日本高周波鋼業・営業本部工具鋼営業部の油谷直彦課長より市況説明があり、その後、
懇親会を開催した。

北関東支部　開催日時：6月24日（日）　開催場所：りんどう湖ロイヤルホテル	 出席者：28社（委任状含む）

次の議題を審議、承認した。
①平成23年度活動報告・平成23年度決算報告
②平成24年度活動計画・平成24年度予算審議
③静岡支部役員人事（案）

冒頭、原博康支部長（東泉鋼機・代表取締役）のあいさつ
があり、特殊鋼販売技士１級の開講について現行の販売
技士の制度改革や将来の学習内容の増加変更の解説を
し、本年度の受講生の増加を各支部会員に協力依頼した。
議長は原支部長が選任され、議事は無事進行した。
総会終了後、同所にて懇親会が開催された。原支部長の
あいさつの後、来賓の泉淳二氏（大同特殊鋼㈱）、妹尾信
夫氏（日立金属㈱）があいさつ、山浦康雄氏（㈱サンコー）
の音頭で乾杯し、和やかに懇談の宴が催された。

静岡支部　開催日時：6月27日（水）　静岡グランドホテル中島屋	 出席者：17社（委任状含む）

九州支部　開催日時：6月8日（金）　開催場所：小倉リーセントホテル	 出席者：16社（委任状含む）
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全特協では平成24年5月17日（木）、東京・鉄鋼会館において特殊鋼
販売加工技士（実務編）の資格認定式を開催した。今回、新たに認定さ
れた有資格者は83名で、基礎編と合わせた特殊鋼販売加工技士では
3615名になり、特殊鋼販売技士と合わせた累計有資格者数は1万8518
名となった。
認定式では、（株）平井の山本健太氏（東京支部）、大同興業（株）の寺
田隆之氏（大阪支部）、川本鋼材（株）の川本哲也氏（名古屋支部）が、そ
れぞれの支部を代表して竹内会長より資格認定証を授与され、野村鋼
機（株）の中野翔氏が資格取得者を代表して答辞を述べた。
認定式終了後は、資格合格者を称えるための祝賀懇談会を開催。そ

れぞれの会社から集まった合格者同士の懇親の場となるとともに、特殊鋼流通業界のため、より一層の研鑽と向上を誓い合
う集いとなった。

経済産業省製造産業局鉄鋼課長 
塩田康一様

現在の日本の状況は非常な円高で、国内
製造拠点の海外移転や輸入材の増加など鉄
鋼業界全体で厳しい環境となっています。そう
した海外への流れが加速する中でも日本の強

みとは技術力であり、特に特殊鋼についてはニーズも非常に高度で
海外メーカーではまねできないさまざまな独自のノウハウが詰まってい
る分野です。そうした意味で特殊鋼流通業界の皆様は、日本の経
済を支えていく非常に重要な役割を担っています。本日の資格取得
を契機に、メーカーと需要家の間に立ち、品質やデリバリーなどサー
ビス面で多様化するニーズに対応しながら、業界発展に活躍される
ことを期待します。

ご来賓祝辞

答辞
資格取得者代表 
野村鋼機（株）　中野翔

機械図面の読み方の基
礎編から機械加工の実務
研修まで延べ37時間受講
しましたが実体験に基づい

た講義をしていただいた先生、業務多忙の中講
習会に快く送り出してくれた上司、同僚に感謝の
気持ちでいっぱいです。特殊鋼業界を取り巻く
環境は一段と厳しさを増すことが予想されます。
商取引の形態も年々お客様のニーズが多様化す
るなど激変の時代を勝ち抜くためには、受け身で
はない提案型の営業が求められます。そのため
にも高い知識を身に付け、付加価値を高めた商
品、情報を正確に提供し、お客様に信頼される
営業マンを目指していきます。

（社）全日本特殊鋼流通協会 
会長　竹内誠二

この研修制度は当協会の大きな事業のひと
つで「責任と自覚と信用」を三本柱とし、健全
な特殊鋼流通業界をつくるために1976年に特
殊鋼販売技士制度が、さらにユーザーの多様

で高度な加工ニーズに応えるために、1994年に特殊鋼販売加工技
士制度が発足しました。この資格は取得が最終目的ではありません。
資格を取ったことがスタートです。是非、この資格を有意義に活用し
て、ますます多様化するニーズと高度化する加工の技術・サービス
に研鑽して、日本の産業の発展と同時に、国際社会にも大きく貢献
されることを期待しています。

会長あいさつ

人材育成委員会委員長でもある佐久間貞介
副会長（佐久間特殊鋼・取締役社長）は「現在、
販売技士・加工技士とも皆様に少しでもお役
に立つような制度になるように改革を行って
おります。さまざまなご意見をたまわりたい
と思いますので、よろしくお願いします」と
あいさつ。中締めでは宮地時夫人材育成委員

会副委員長（大同マテックス・代表取締役社長）が「人材育成委員会の諸改革の中で
資格制度の応募条件も変わります。よりよい制度づくりのため会員の皆様にはご理
解をたまわれば幸いです」とあいさつした。

祝賀懇談会あいさつ

講評
検定試験委員会　委員長 
湯野沢栄勝

仕事の後に大変な勉強をされて本日の資格取得に至ったわけ
ですが、合格したことで終わりということではありません。今
日がスタートラインだという思いをもち、振り返りとともに一
歩先の技術・サービスを身に付ける新たな勉強に取り組んでく
ださい。そして、世界的にもすぐれた日本の特殊鋼の前進に貢
献してください。

平成23年度
「特殊鋼販売加工技士（実務編）」資格認定式
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平成２3年度 「特殊鋼販売加工技士（実務編）」合格者名簿

東京 大阪 名古屋 東北 北関東 静岡 九州 その他 合計
合計 6,681 5,573 4,199 450 445 480 346 344 18,518

■特殊鋼販売技士・販売加工技士支部別有資格認定者累計表

東京 大阪 名古屋 東北 北関東 静岡 九州 その他 計
1級 1,033 981 613 75 63 77 48 1 2,891
2級 1,735 1,604 1,082 104 138 129 100 60 4,952
3級 2,797 1,927 1,776 171 222 248 158 211 7,510
計 5,565 4,512 3,471 350 423 454 306 272 15,353

■特殊鋼販売技士支部別有資格認定者 平成24年4月18日現在

昭和51年（1976年）よりの累計数

東京 大阪 名古屋 東北 北関東 静岡 九州 その他 計
実務編 245 219 135 599
基礎編 871 842 593 100 22 26 40 72 2,566
計 1,116 1,061 728 100 22 26 40 72 3,165

■特殊鋼販売加工技士支部別有資格認定者

平成7年（1995年）よりの累計数

近藤　祐輔	 （株）阪神メタリックス
良知　真彦	 　　〃
柴﨑　剛文	 日立金属（株）
大谷　智宏	 日立金属工具鋼（株）
藤岡　　健	 　　〃
有留　　健	 古池鋼業（株）
中谷　建太	 （株）堀田ハガネ
中村　誠一	 　　〃
三原　　学	 　　〃
篠﨑　一城	 松井鋼材（株）
植原　　裕	 （株）メタルワン特殊鋼
松本　央胤	 　　〃
村田　純平	 陽鋼物産（株）

名古屋支部

竹内　　淳	 愛鋼（株）
荒谷　晃宏	 　　〃
山本　隆司	 石原鋼鉄（株）
上野　純資	 ウメトク（株）
前田　　哲	 　　〃
安福　圭介	 　　〃
山口　　浩	 　　〃
河野　　陽	 岡谷鋼機（株）
川本　哲也	 川本鋼材（株）
山口遼太朗	 　　〃
徳永　達哉	 クマガイ特殊鋼（株）
浜島　慎介	 （資）近藤ハガネ商店
奥　　大輔	 佐久間特殊鋼（株）
勝野聡一朗	 　　〃
後藤　勇気	 　　〃
出口　大祐	 　　〃
大石　啓嗣	 サハシ特殊鋼（株）
木村　　優	 （株）三悦
川島　英俊	 辰巳屋興業（株）
大石　怜亮	 （株）山一ハガネ
高木　昭男	 　　〃

諸澤　幸江	 日立金属アドメット（株）
井坂　貴俊	 （株）平井
石丸　　徹	 　　〃
福本　真司	 　　〃
八木原大輔	 　　〃
山本　健太	 　　〃
大井　　信	 ヤマト特殊鋼（株）

大阪支部

金野　晃治	 青山特殊鋼（株）
岡田　龍介	 粟井鋼商事（株）
飯庭さおり	 井上特殊鋼（株）
澤井希美代	 　　〃
村越　直樹	 ウメトク（株）
山根　大弥	 　　〃
延澤　　智	 加藤鋼材（株）
小西　晃平	 カネヒラ鉄鋼（株）
与那嶺　剛	 小山鋼材（株）
中井　英雄	 櫻井鋼鐵（株）
川瀬　浩平	 サムテック（株）
眞田　　誠	 　　〃
岡本三枝子	 三和特殊鋼（株）
西川　和彦	 　　〃
宮崎　良太	 　　〃
菊川　佳代	 住商特殊鋼（株）
森上　有加	 　　〃
森本　和意	 　　〃
岡本明日香	 清和鋼業（株）
寺田　隆之	 大同興業（株）
廣田　浩佑	 大洋商事（株）
朝比奈省吾	 （株）天彦産業
廣岡　誉健	 　　〃
萩野谷　聡	 日本高周波鋼業（株）
安東　亮平	 林田特殊鋼材（株）
寺地　　亮	 　　〃
松本　晃全	 　　〃

平成23年度
特殊鋼販売加工技士（実務編）合格者数
支部名 受験者 合格者
東京 26 22
大阪 47 40
名古屋 23 21
合計 96 83

■成績優良者
中野　　翔	 野村鋼機（株）
寺田　隆之	 大同興業（株）
森本　和意	 住商特殊鋼（株）

東京支部

齊藤　和希	 浅井産業（株）
藤本　真吾	 　　〃
馬場　祐亮	 （株）U  E  X
㔟　　史紀	 久野産業（株）
小池　陽介	 大洋商事（株）
茂木　雅和	 　　〃
渡邉　健一	 　　〃
寺本　　豊	 辰巳屋興業（株）
小林　嘉郎	 東海鋼鉄（株）
菊地　　昇	 中川特殊鋼（株）
曽我　知矢	 　　〃
安藤　　聡	 日本高周波鋼業（株）
熊谷　　成	 野村鋼機（株）
中野　　翔	 　　〃
山田　　歩	 　　〃

平成23年度
特殊鋼販売加工技士（実務編）

合格者名簿
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東京支部　4月13日（金）　第8回ボウリング大会　於：東京ドームボウリングセンター	 参加者数：92名

第8回となったボウリング大会は16社・23チームが参加。山田雅郎実行委員長、
桐島文昭実行委員、片野宏事務局長による始球式で開幕。熱戦の末、東京ハガ
ネ（Aチーム）が初優勝。ゲーム終了後は懇親会も行われ、会社の垣根を超えた
交流が深められた。

［成績］2ゲームトータルピン数・4人1組
（女性はH.C.10ピン／ 1ゲーム）
［団体戦］
優	 勝	 東京ハガネ（Aチーム）	 1243ピン
準優勝	 エスメタル（Aチーム）	 1188ピン
3	 位	 清水特殊鋼	 1171ピン
［個人戦・男子］
優	 勝	 白石　竜大（東京ハガネAチーム）	 352ピン
準優勝	 関　　正一（藤田商事）	 327ピン
3	 位	 宇田川孝弘（エスメタル）	 324ピン
［個人戦・女子］
優	 勝	 石野奈央子（清水特殊鋼）	 342ピン
準優勝	 小山　紀子（大洋商事）	 320ピン
3	 位	 大溝　裕子（住友商事Bチーム）	 294ピン

「はがねの日」記念行事──「はがねの日」イベントレポート──

恒例となった清掃ボランティアも今年で第8回目。全特協との提携
強化を掲げた九州ステンレス流通協会も参加した。好天に恵まれた
中、子供や家族も一緒になって福岡ドーム周辺を約1時間かけて清
掃。ビニール袋23個分のゴミを回収した。その後は、食事バイキン
グ付の野球観戦（ソフトバンク対ロッテ）を行い、会員各社の家族を
含めて充実した1日となった。

九州支部　4月15日（日）　清掃活動・プロ野球観戦	 参加者：94名

名古屋支部　4月19日（木）　ボウリング大会　於：名古屋市千種区　星ヶ丘ボウル	 参加者：84名

ゲーム終了後は懇親会を開催。あいさつに立った熊谷支部長は「4年ぶりのボウ
リング大会でしたが多くの方に参加いただき感謝しています。『はがねの日』記
念行事なので、この機会にご家族、友人に特殊鋼の魅力を伝えてほしい」と述
べた。その後は、特殊鋼に関する三択クイズが行われるなど、大いに盛り上が
る中で会員交流が図られた。

［成績］2ゲームトータルピン数・3人1組（女性はH.C.あり）
［団体戦］
優	 勝	 桜井興産（さくらチーム）	 1070ピン
準優勝	 愛鋼	 1038ピン
3	 位	 孟鋼鉄	 925ピン

［個人戦　優勝］
男子の部　鵜海　和幸（愛鋼）	 392ピン
女子の部　西野　芳子（桜井興産）	395ピン	（H.C.40含む）

大阪支部　4月21日（土）　ファミリーコンサート〜どこかで聞いたクラシック〜	 於：大阪市中央公会堂 入場者：約750名

昨年のサキタハヂメ氏の公演に続き、2年連続でコンサートイベン
トを開催。開演前、福原大阪支部長が「今年は大阪大学交響楽団を
招いてのクラシックコンサート。“どこかで聞いたクラシック”とい
うことで耳慣れた楽曲を中心にフルオーケストラの壮大で深い音色
をお楽しみください」とあいさつ。モーツァルトの「フィガロの結
婚／序曲」を幕開きにビゼーのカルメンから「闘牛士の行進」、ドボ
ルザークの「新世界より」、ブラームスの「ハンガリー舞曲第5番」な
どバラエティに富んだ曲目が披露され、盛況のうちに幕を閉じた。

支部長あいさつの後、競技説明に続いて開催。ゲーム終了後は軽食
をとりながら表彰式が行われた。参加者は毎年増え続け、前年56名
に対し今年は66名。和気あいあいと活気にあふれた大会となった。

北関東支部　4月24日（火）　ボウリング大会　於：栃木県佐野市　両毛ゴールドレーン	 参加者：66名

［成績］2ゲームトータルピン数（女性はH.C.あり）
優	 勝	 阿部　聡（井上特殊鋼）	352ピン
準優勝	 茂呂　暁（鐵鋼社）	 336ピン
3	 位	 下野　悟（小山鋼材）	 333ピン
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事業所案内
大阪支店 大阪府大阪市西区京町掘1-4-16 06-6444-8270
九州支店 福岡県北九州市八幡西区西曲里町2-1 093-644-7270
新潟営業所 新潟県新潟市北区新崎386-17 025-259-7181
名古屋営業所 愛知県岩倉市栄町2-21 0587-37-6110
浦安事務所 千葉県浦安市鉄鋼通り2-2-5 047-351-1523
長崎出張所 長崎県長崎市松が枝町3-9-101 095-832-2699
広島出張所 広島県福山市引野町5-42-17-201 084-943-2013
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青年部会「第12回定時総会」を開催

平成24年6月15日（金）、青年部会は
岐阜市の「鵜匠宿　すぎ山」会議室で部
会員21名の参加を得て、第12回定時総
会を開催した。
総会に先立ち、文化講演「鵜匠さん
が語る鵜飼文化」が行われ、講師の長
良鵜匠・杉山雅彦氏が鵜飼の歴史など
を解説。織田信長が岐阜城に居を構え
て以降、続く徳川幕府でも「鵜飼は川
魚の中でも価値の高い鮎漁に特化して
きたため、歴代権力者から手厚い保護
を受けてきた。現在も長良鵜飼は宮内
庁式部職鵜匠という職制になってい
る」など、その伝統価値を紹介。風折
烏帽子に腰蓑、足半わらじという伝統
装束を身に付け、鵜を伴って漁の一部
を実演した。その上で、「長良鵜飼は
岐阜城を頂く金華山と美しい清流が
セットになった景勝の地で行われる。
われわれは先祖代々この川辺で鮎を
捕って生計を立
ててきた。これ
からも雄大な自
然を守り、人を
育て、伝統漁法
を次世代へ継承
したい」と結ん
だ。
続いて行わ
れた定時総会
では、冒頭、
久木田至部会
長（櫻井鋼鐵・
代表取締役社
長）が、「欧州
通貨危機、中
国の景気の鈍
化、そして歴
史的な円高の

影響などで特殊鋼業界は厳し
い年度を迎えている。自動車
やベアリングなど頑張ってい
る業界もあるが全体的には足
踏み状態か」と景況感を述べ、
「鵜匠さんの話にもあるよう
に、特殊鋼業界も次世代につ
なぎ発展させなければいけな
い。われわれの年代が担って
いかなければいけないので、
より一層連携を強め、お互いの強みを
活かせる青年部会にしていきたい」と
抱負を語った。
総会では「平成23年度事業報告およ
び収支報告」「平成24年度事業計画（案）
および収支予算（案）」「平成24年度青年
部会運営委員選任（案）」などの議事が
それぞれ審議・承認された。部会員に
ついては50歳到達による退会7名とと
もに新規加入会員4名が報告され、こ
の結果、青年部会員数は50名となった。

【新規加入会員】
■東京支部　
鴨山剛至氏（東海鋼鉄・取締役）
三上晃史氏（ノボル鋼鉄・常務取締役）
■名古屋支部　
鷲野敦司氏（名古屋特殊鋼・経営企画

室長）
藤巻秀平氏（F&Cホールディングス・
専務取締役）

運営委員については先の50歳到達者
4名（桑原将敏氏・佐橋健一郎氏・出口
弘親氏・木村貴俊氏）が退任となり、
鴨山剛至氏、粟井邦英氏（粟井鋼商事・
専務取締役）、松岳樹氏（トーキン・専
務取締役）、松下浩司氏（中野ハガネ・
代表取締役社長）の4名が新任された。
引き続き、平成24年度運営委員により
第21回運営委員会が開催され、平成24
年度の部会長には久木田至氏を再任。
新副部会長として山田雅郎氏（ヤマ
コー・代表取締役）が選任。顧問およ
び特別顧問については、昨年度の11名
が再任された。

部会長に久木田至氏を再任
「より一層連携を強め、お互いの強みを活かせる青年部会に」

■平成24年度　青年部会　運営委員
役職 氏名 勤務先・役職名 役職 氏名 勤務先・役職名
部会長 久木田　至 櫻井鋼鉄（株） 代表取締役社長 鈴木　至典 （株）鈴木機械 代表取締役
副部会長 五味渕　努 五味渕鋼鉄（株） 代表取締役 森　晋吾 豫州短板産業（株） 代表取締役社長
副部会長 田嶋　直 （株）鐵鋼社 代表取締役社長 樋口　威彦 （株）天彦産業 取締役
副部会長 藤田　剛義 藤田商事（株） 専務取締役 保田　嘉嗣 保田特殊鋼（株） 代表取締役
副部会長 山田　雅郎 （株）ヤマコー 代表取締役 岩井　大昌 巴鋼鉄（株） 専務取締役
副部会長 櫻井　透 櫻井鋼鉄（株） 代表取締役副社長 林田　彰司 林田特殊鋼材（株） 代表取締役
副部会長 八木　栄治 （株）白鋼 常務取締役 粟井　邦英 粟井鋼商事（株） 専務取締役
副部会長 古池　晃 古池鋼業（株） 代表取締役 石田　晶敬 石田特殊鋼（株） 取締役
副部会長 樋田　浩三 （株）三悦 代表取締役 永田　友康 永田鋼材（株） 代表取締役社長
副部会長 川北　誠 川北特殊鋼（株） 代表取締役 保田　憲秀 トクホウ精鋼（株） 取締役社長室長
副部会長 中島　伸夫 中島特殊鋼（株） 専務取締役 近藤　泰幸 （資）近藤ハガネ商店 代表

福岡　敬司 （株）フクオカ 代表取締役 澤津橋聖司 （株）司鋼商会 代表取締役
鴨山　剛至 東海鋼鉄（株） 取締役 松岳　樹 （株）トーキン 専務取締役
横山　大 （株）横山鋼業 代表取締役 松下　浩司 中野ハガネ（株） 代表取締役社長

「鵜は鮎の急所を突き喉元に蓄
えるので活き締め同様に鮮度が
保たれる」と説明する杉山鵜匠

部会長として再任されあいさ
つする久木田氏
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佐 久 間 の 心

 

 

特殊鋼のノボル鋼鉄㈱ 
熱処理、機械加工もノボル 

全事業所で ISO9001、ISO14001 認証取得 

東京 03(3835)2111、静岡 054(285)0161、仙台 022(241)4131 

S50C 
NAK55 
NAK80 
その他 

の高級特殊鋼

DC53
DCMX

冷間
　ダイス鋼
金型材のコンサルタント

竹内ハガネ商行株式
会社
本社　〒143-0023　東京都大田区山王2-3-10
☎03（3773）1211　http://www.takenet.co.jp
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関西での営業基盤確立など
辰巳屋興業・鋼材部門の育ての親
この6月の支部総会で、退任され
た熊谷多津旺氏（クマガイ特殊鋼社
長）の後を受けて支部長に就任し
た。1953年4月生まれの59歳。
辰巳屋興業の創業者・青木乙五郎
氏は大叔父にあたる。乙五郎氏とと
もに会社の創業期をリードした、前
会長の櫨芳郎相談役の長男という出
自だ。
「辰巳屋興業は1947年の創業です
が、高度成長の波に乗って会社もう
まく回り始めた。人手の足りない時
期でしたから、高校生のころから休
日はアルバイトとして会社の手伝い
をしていた」と当時を振り返る。
大学卒業後の1976年に辰巳屋興業
入社。自動車部品販売を経験した
後、1982年の大阪営業所開設に伴
い、本格的に鋼材部門に取り組むこ
とになった。
「昭和30年代は『バネの辰巳屋』と
呼ばれ、バネ鋼を手広く扱ったもの
です。昭和40年ごろからは構造用鋼
とステンレス鋼の2本立てに」
鋼材売上の主力拠点は大阪支店で
あり、開設から13年間在籍した。自
動車部品、海外事業とあわせ辰巳屋
興業の主要3部門である鋼材部門
の、現在の業容を築き上げたのが櫨
社長なのである。

運営委員として豊富な経験を活かし
次世代継承を念頭に支部長に就任
長く大阪営業所長を務めてきた櫨
社長だったが、名古屋に戻ってきた
1995年から全特協とかかわるように
なった。
「これまで一貫して支部の運営委

にあふれるメンバーがそろっている
ので心配はないという。
「今までは情報交換だけの場で
あったけれども、これからはお互い
の得意技を協力しあってやっていく
時代なのではないか」と全特協の存
在意義について語る。
メーカーやユーザーに対する流通
の存在意義も1社だけではアピール
しにくくなっている現在、「横の連
絡網でユーザーをカバーすることで
流通の重要性を気づいていただける
はず。そうした狙いで関係構築する
ことで、お互いの得意技でユーザー
を守っていくようにしたらどう
か」。櫨支部長はそのように、全特
協のみならず流通が担う役割の変化
についても提案する。
いずれにしても、今後の業界のあ
り方を共に考えながら結束・協調し
ていくという、これまでの関係を引
き継いでいくのが役目と語る。
「熊谷さん、佐久間さん、そして
親子2代で協会にご尽力されている
田島さんなどがお手本。その情熱、
真剣さを50代前半の仲間たちと守り
続けていきたい」
そう、抱負を語る櫨支部長であ
る。

員を務めてきました。これまでは、
熊谷さんや佐久間さん（全特協・副会
長）が主に本部の役員活動を担って
きましたが、そろそろ次世代へのつ
なぎの意味も含めて『支部長を経験
しては』という後押しがありまし
た」と、支部長就任の経緯を語る。
長く運営委員を務め、名古屋支部
の活動に精通した櫨社長が満を持し
ての登場となったわけだ。“その気”
になった理由を次のように語る。
「熊谷さんや佐久間さんをはじ
め、今まで名古屋支部を運営されて
きた先輩方の熱心さに引き込まれま
した。ここまで情熱をもち真剣に、
仲間や業界のために働かれる姿をみ
て、私も本気でお手伝いせねばとい
うことです」
昨年3月に社長に就任したばかり
で多忙な櫨社長。本業との兼ね合い
で「皆さんに迷惑をかけることはな
いだろうか」という思いもよぎった
というが、「人にすすめられるタイ
ミングこそがベストな機会というも
の」。そんな決断で支部長拝命を快
諾した。

流通の新たな価値を探り、提案する
ユーザーを守り、存在感ある団体に
支部長とともに本部理事
にも就任。内外交流委員会
の委員長も担当することに
なった櫨社長。
「協会本部の仕事、他団
体との会合の調整など未経
験のことも多いので、これ
からが勉強です」
ただ、名古屋支部は50代
前半から半ばのスタッフ
に、元気があってアイデア

辰巳屋興業株式会社
取締役社長　櫨　巳芳

業界を思う、諸先輩の
真摯な情熱にほだされ新支部長に就任

新・支部長訪問 名古屋支部

豊富な在庫と迅速なな加工体制でジャストインタイム対応可能な三重
事業所
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会員からの協力も最大限に依頼
全国最若年の支部長の決意とは
1969年1月生まれというから、ま
だ43歳。
「各地区の支部長さんの中では
もっとも年若のはずです」
この6月の支部総会で宮内保支部
長（小山鋼材社長）の後を受けて新支
部長となった長谷川社長は、そう恐
縮する。「会員を引っぱっていく力
はあるのか？」。就任前にそう自問
したが完璧であるはずがない。そう
腹をくくったら、別の思いに至っ
た。
「会員の皆様の助けを借りて幅広
い世代をつなぐ。接着剤のような役
割を演じる支部長になろう」
そんな思いで支部長に就任した長
谷川社長に、今後の支部運営の抱負
などをうかがってみた。

音公害の分野から特殊鋼の世界へ
社長としての独自色にも意識
長谷川ハガネ店の2代目社長であ
り、支部長をはじめ全特協・北関東
支部の要職を歴任した長谷川嘉宣氏
（現会長）の次男として群馬県太田市
に生まれ育った長谷川支部長。法政
大学工学部卒業後は、騒音や振動の
測定および分析を行う会社で音公害
に関する調査・分析を担当する技術
者として5年間勤務した。1995年に
長谷川ハガネ店に入社し、2009年9
月に社長に就任した。
長谷川ハガネ店は、構造用鋼から
プラ金型用鋼まで幅広い鋼種と豊富
な在庫で切断加工即納体制を築くほ
か、フライス加工や3次元などの図
面付き加工、モールドベース加工の
カスタマイズなど、多様な顧客ニー

そのため同じ立場で支部運営にあ
たるわけだが、担当者が企業オー
ナーであるかないかの違いはあり、
協力を得ていく中で気はつかう。ま
た、事業運営に対する考え方に温度
差があるのも当然だ。
「だからこその懇親です。オー
ナーばかりの運営でないからこそ、
機会あるごとに顔を合わせ、意思疎
通を図っていく。各種の情報収集か
らシビアな仕事上の問題まで円滑に
ものごとが進む確率が高まります」
若い支部長の誕生を機に、より若
い世代に参加してもらえる支部事業
を目指したいというが、「単純な若
返り、世代交代を進めるつもりはあ
りません」とキッパリ。
「私も含め、若い世代はいろいろ
経験して学びながら、会員に必要と
されることを楽しく実行していきた
い。そのためには、経験豊富な先輩
方が参加しにくくなるのはいけませ
ん」
自分よりもさらに先の若い世代を
念頭におくからこそ、古い世代との
結束力を強くする支部でありたい。
そんな豊富と希望に燃える、新支部
長の誕生である。

ズに応える加工センターも完備。15
年前からは韓国やタイとの取引を開
始し、輸出入業務にも対応するなど
多様な業務内容をもつ。
就任3年目を迎えた長谷川社長
は、既存のサービスの質を高め、充
実させながらも、3代目社長として
の独自性あるビジネスを模索してい
かなければいけない時期だと思って
いる。
他地域への展開か、あるいは海外
事業の充実か、または高収益化体制
の構築か。
5年後か10年後か、社長のひとり
として社歴に残るトピックは記さね
ばならないと考えている。

NEWからOLDまで結集する
絆のような存在を目指したい
「第一に顔を合わせて親睦を図る
こと。支部運営の要は懇親にあり。
そう自分は感じています」
支部事業の肝になる部分を、長谷
川支部長はそう言い切る。
「北関東支部には賛助会員がいな
い。東京に本社を置く会社の出先で
ある場合も多いですが、すべて正会
員企業であるというのが特徴です」

株式会社長谷川ハガネ店
代表取締役　長谷川　弘和

より若い世代から経験豊富な先輩方を
つなぎ、魅力あふれる支部運営を

新・支部長訪問 北関東支部

太田流通団地にテクニカルセンターも併設する長谷川ハガネ店本社
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大津波警報に実感をもてぬまま帰宅
2011年3月11日14時46分の発災時は、
5名の社員全員が営業所にいました。
強く長い揺れが続く地震だったので、
事務所から飛び出して揺れがおさまる
のを待ちました。その間、地面に亀裂
が入り、液状化による地下水の噴出が
ありました。直後より、水道、電気、
通信もストップしたので仕事になら
ず、家族のことも心配なので15時過ぎ
から順次、社員を帰しはじめました。
大津波警報は発令されていましたが当
初は半信半疑。「6mとか10mとかの津
波なんてあるのかな」というのが全員
の感想でした。

迅速避難で津波等による人的被害なし
倉庫内の陥没や事務所のドア周りの
ゆがみなど、被害の初期確認をしたと
ころで私も15時30分ごろには退社。帰
宅途中に車のテレビをつけたところ、
仙台空港が津波の被害を受けていると
の情報を得て、「これは未曾有の災害
になっているのかも」ということを知
りました。それでも当営業所は海岸線
から最短でも2.5kmあるので、まさか
津波が到達するとは思っていませんで
した。このように、営業所が津波の被
害を受けたときには社員全員が避難・
帰宅しており、誰もいない状況でした。
家族も含めて人的被害がなかったの
は、なによりも幸いでした。

津波による1mの浸水で各設備に被害
翌12日以降から営業所の被害状況を

確認しはじめました。まず、事務所、
倉庫とも約1mの浸水があり、工作機
械、トラックやフォークリフトのエン
ジン周り、エアコン室外機等の電機関
連が海水と汚泥にまみれました。特に
痛手だったのが約300トンの在庫です。
ほぼすべての鋼材が水没したので汚れ
とともに錆が発生し、5月ごろまでは
なんとか再生できないかと工夫してみ
ましたが、最終的にはすべて入れ替え
を行いました。また、倉庫内の床面陥
没は現在も跡が残っている状態です。
その他、津波の漂流物による建物の損
壊がありましたが軽微で、天井クレー
ンの稼働にも問題がなかったことから
建物に大きなゆがみなどの被害はな
かったようです。

温かい支援をたまわった関係各位に感謝
実は当営業所は鐵鋼社初の東北拠点
として発災直前の1月から本格的に営
業を開始。建物も前年の12月20日に引
き渡しを受けたばかりのものでした。
「さぁ、これから」というときの
被災でしたので、大きく出鼻を
くじかれた感がありました。し
かし、3月最終週に本社および
各拠点からグループ社員が交代
で営業所の片づけや清掃に駆け
つけてくれたことで、採用した
ばかりの当営業所スタッフの団
結力もアップ。全社的な一体感
も得られました。また、被災後
1週間が経つころは食料もガソ
リンも欠乏状態でした。そのタ

イミングで田嶋社長と本社の本部長が
2人で車を運転し、食料やガソリン、
カセットコンロ用ガスなど緊急物資を
届けていただいたことは、感動的で忘
れられない思い出です。
新規拠点であった東北営業所が本来
の稼働状況になったのは、発災後2カ
月経った5月連休明けからです。この
間、全社的な応援をはじめ取引関係先
の皆様にも多数のお見舞いをいただき
勇気づけられました。
深刻な被害を受けられた他社様から
みれば、当営業所は人も建物も設備も
残り、早期に営業再開できた方だと思
います。いま現在、仕事ができるよろ
こびを社員一同噛みしめております。
関係各位には改めまして御礼を申し上
げますとともに、今後の復興需要でわ
れわれの在庫が必要になれば、迅速に
供給できる体制を回復しております。
お客様の倉庫がわりに鐵鋼社・東北営
業所をご利用いただければ幸いに存じ
ます。

木村義男所長代理

絆
シリーズ連載 東日本大震災・復興支援企画

被災地と被災企業の今

第3回　（株）鐵鋼社　東北営業所（宮城県岩沼市下野郷）

東日本大震災では多くの会員企業が被災され、1年以上が経過した現在でも復興の途上にありま
す。今号でも前号に引き続き、被災企業の現状をリポート。業界の仲間として、今後も支援の気
運を持ち続けたいと思います。

おおむね水が引いた3月23日の倉庫内状況。建材用途もあることから海
水につかった鋼材の再生はあきらめ、約300トンを入れ替えた。
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理事会・委員会報告理事会・委員会報告

■連絡会
○第17回経済産業省との連絡会
日　時：平成24年3月27日　13：30〜 14：30　於：鉄鋼会館　特殊鋼倶楽部会議室
内　容：1.	 鉄鋼業界を巡る状況等について

2.	 全特協　地域別（各支部）の現況と市況説明

■理事会
○第39回理事会
日　時：平成24年3月27日　14：45 〜 15：45　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 議案

第1号議案	 平成24年度事業計画書（案）及び同年度収支予
算書（案）の件

第2号議案	 理事候補者等の提案の件
第3号議案	 会員の入会（案）の件 
そ の 他 	公益目的支出計画（案）の件、広報誌「すてぃー

る」への広告掲載料金の件
2.	 報告事項：会員の退会の件、委員会報告、事務局報告

○第40回理事会
日　時：平成24年5月17日　12：00 〜 14：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.議案

第1号議案	 平成23年度事業報告書（案）及び同年度収支決
算書（案）の件

第2号議案	 平成24年度収支予算書（案）の件
第3号議案	 一般社団法人への移行認可申請に伴う定款の

変更（案）
第4号議案	 一般社団法人への移行認可申請に伴う公益目

的支出計画（案）の件
第5号議案	 委員会に関する諸手当支給内規の改正（案）の

件　
第6号議案	 常勤理事の報酬（案）の件
第7号議案	 新理事・監事選任（案）及び委員会の委員候補者

（案）の件
第8号議案	 顧問推薦（案）の件

■運営委員会
○第63回運営委員会
日　時：平成24年3月27日　11：30 〜 13：30　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 審議事項：（第39回理事会・議案に同じ）

2.	 報告事項：（第39回理事会・議案に同じ）
○第64回運営委員会
日　時：平成24年5月17日 00：00 〜 00：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 議案（第40回理事会・議案に同じ）

■総務委員会
○第46回総務委員会
日　時：平成24年5月15日　00：00 〜 00：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 議案（第40回理事会・議案に同じ）

■人材育成委員会
○第41回人材育成委員会
日　時：平成24年4月25日　15：00 〜 17：00　於：安保ホール
内　容：1.	 平成23年度特殊鋼販売加工技士実務編検定試験結果及び資

格認定式開催について
2.	 平成24年度事業計画案及び予算案の考え方について
3.	 特殊鋼販売技士、販売加工技士の制度改革について

○第42回人材育成委員会
日　時：平成24年6月25日　15：00 〜 17：00　於：名古屋・安保ホール
内　容：1.	 特殊鋼販売技士「入門編」研修講座について

2.	 指導要領作成WG活動中間報告について
3.	 特殊鋼販売技士、販売加工技士の制度改革について
4.	 加工技士研修講座の「基礎編」に使用のテキスト変更について

【特殊鋼販売技士検定試験委員会】
○第9回指導要領作成ワーキンググループ
日　時：平成24年3月13日　14：00 〜 17：00　於：安保ホール
内　容：1.	 特殊鋼販売技士3級「指導要領」の講師の意見集約

2.	 特殊鋼販売技士2級「指導要領」作成
3.	 研修講座講師のメーカーバランスの是正、講師派遣要請の
手続等の検討

4.	 4月開催の「入門編」資料について

○3級講師事前打合せ
日　時：平成24年4月19日　15：00 〜 16：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 平成24年度3級研修講座の講師事前打合せ

2.	 特殊鋼販売技士研修制度の変更点説明
○第10回指導要領作成ワーキンググループ
日　時：平成24年5月22日　14：00 〜 17：00　於：安保ホール
内　容：1.	 4月開催の「入門編」アンケートについて

2.	 2級、1級指導要領作成スケジュールの見直しについて
3.	 研修講座講師のメーカーバランスの是正、講師派遣要請の
手続等の検討

4.	 特殊鋼販売技士2級「指導要領」作成
○3級問題選定会議
日　時：平成24年6月6日　15：00 〜 17：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 特殊鋼販売技士3級検定試験の試験問題概要について
○第11回指導要領作成ワーキンググループ
日　時：平成24年7月17日　14：00 〜 17：00　於：安保ホール
内　容：1.	 ワーキンググループ活動の中間報告について

2.	 特殊鋼販売技士2級「指導要領」作成について
【特殊鋼販売加工技士検定試験委員会】
○合否判定会議
日　時：平成24年4月18日　15：00 〜 17：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 特殊鋼販売加工技士「実務編」合否判定

2.	 講師講評
3.	 検定試験委員長総評
4.	 人材育成委員長講評

○資格認定式
日　時：平成24年5月17日　17：00 〜 17：30　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 経済産業省製造産業局：塩田鉄鋼課長御あいさつ

2.	 特殊鋼販売加工技士資格認定証授与

■調査研究委員会
○第46回調査研究委員会
日　時：平成24年3月6日　12：00 〜 15：00　於：鉄鋼会館
内　容：1.	 第60回（10-12月）景況アンケート調査報告

2.	 第61回（1-3月）景況アンケートの設問について
3.	 第10回経営環境等に関するアンケート結果報告について
4.	 平成24年度事業計画（案）及び予算（案）について

○第47回調査研究委員会
日　時：平成24年6月26日　15：00 〜 17：30　於：大阪鐡鋼会館
内　容：1.	 第61回（1-3月）景況アンケート調査報告

2.	 第62回（4-6月）景況アンケートの設問について
3.	 特別調査アンケートについて

■広報委員会
○第29回広報委員会
日　時：平成24年7月4日　15：00 〜 17：00 　於：東京・鉄鋼会館
内　容：1.	 広報誌「すてぃーる47号」の記事配置等について

2.	 平成24年度事業計画及び予算について

■青年部会
○第20回青年部会運営委員会
日　時：平成24年3月23日　16：00 〜 17：00　於：東武レバントホテル
内　容：1.	 平成24年度事業計画（案）及び予算（案）について

2.	 第12回青年部会総会について
○第33回青年部会正副部会長会議
日　時：平成24年5月8日　15：30 〜 17：00　於：安保ホール
内　容：1.	 第12回定時総会の内容について

2.	 青年部会の今後のスケジュールについて
○第12回青年部会定時総会及び講演会
日　時：平成24年6月15日　15：00〜 16：45　於：岐阜・鵜匠宿「すぎ山」
内　容：1.	 議案

第1号議案	 平成23年度事業報告及び収支報告承認の件
第2号議案	 平成24年度事業計画（案）及び収支予算（案）承

認の件
第3号議案	 運営委員の選任（案）承認の件

2.	 講演会：「鵜匠による鵜飼のはなし」杉山雅彦氏
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■ 編集後記 ■
今号が皆さんのお手元に届く頃は夏本番になっていま
す。節電！節電と国を挙げて叫んでいますが、その割りに
は緊迫感も緊張感も伝わらないのは私だけでしょうか？
大飯原発も再稼動反対が圧倒的に多い中、あっけなくフ
ル稼働しています。
私は原発依存率のもっとも高い大阪に住んでいますが、
原発全面停止の昨年の夏も全く計画停電は実施されません

でした。
大飯原発が稼動している今年の夏も節電を大声で呼びか

けている政府の言葉が素直に耳に入らないのは私だけで
しょうか？
現実は思惑には敵わないという暑い夏です。

広報委員会委員長・広報誌発行責任者／福原實晴

事務局だより
経済産業省製造産業局鉄鋼課の人事異動
当協会の担当でありました塩田康一鉄鋼課長が、平成24年6月15日付で、中国経済産業局総務企画部長にご栄転となりま
した。後任は、山下隆一氏（前資源エネルギー庁参事官）。
塩田課長様には平成23年7月15日より、当協会の運営等についてご指導をいただきました。大変お世話になりありがとう
ございました。新天地でのご活躍を祈念しております。

今号より広告掲載を始めました。
本誌「すてぃーる」は、平成9年3月に創刊以来今回の平成24年7月号で「47号」を数えるに至り、会員の皆様から大
変なご支持、ご支援を頂きありがとうございます。
今号より、正会員の皆様に有料広告（1口5万円）の掲載をお願いさせていただくことになりました。早速応募して
いただきました会員各位、大変感謝申し上げます。
なお、次号「すてぃ〜る48号」の広告掲載申込み方法等につきましては10月上旬に改めて事務局よりご案内させ
ていただきますので宜しくご協力の程お願い申し上げます。

「法律無料相談窓口」（何でも相談窓口）を気楽にご利用下さい（経営効率化委員会）
当協会の理事である飯田理事の飯田法律事務所と法律顧問契約を結び、会員の皆様を対象に「法律無料相談窓口」を開設し
ております。皆様の身近な諸問題についても無料で受けられます。
一般社員の皆様のプライベートな問題も相談可能です。

・飯田法律事務所：Tel 03-3666-3838（窓口：高橋氏）　・電話でのご相談は無料です。
　�①全特協「法律無料相談窓口」を利用したい旨をお伝え下さい。②「全特協の所属支部と会社名」をお伝え下さい。�
③相談内容を簡単にまとめてお伝え下さい。④弁護士の先生と直接具体的な相談を始めてください。

・現在お住まいの地区の弁護士事務所の紹介も可能。　・相談内容は守秘義務があり、いずれにも報告されません。

JISハンドブック及び定期刊行物購入斡旋のお知らせ
日本規格協会発行の「JISハンドブック」及び定期刊行物の購入斡旋を継続しております。是非ご利用下さい。お問い合わ
せは、事務局までお電話下さい。（Tel：03-3669-5803）


